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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成27年12月3日(2015.12.3)

【公開番号】特開2014-83748(P2014-83748A)
【公開日】平成26年5月12日(2014.5.12)
【年通号数】公開・登録公報2014-024
【出願番号】特願2012-233790(P2012-233790)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ    3/04     １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月15日(2015.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明に係る記録装置は、それぞれ複数の記録素子を所定
方向に配列した複数の記録素子列と、前記複数の記録素子列それぞれの前記複数の記録素
子を駆動して記録媒体に記録する駆動手段であって、前記複数の記録素子列それぞれにつ
いて、前記所定方向において連続する所定数の記録素子のグループを複数構成し、各グル
ープで、所定数の記録素子それぞれは互いに別のブロックに属するようにして、前記グル
ープの記録素子をブロックごとに順番に駆動する駆動手段と、前記所定方向と交差する相
対移動方向において前記記録媒体と前記記録素子列との相対移動を行う相対移動手段と、
前記複数の記録素子列における第１記録素子列と第２記録素子列との間の記録位置ずれ量
に関する情報を取得する位置ずれ情報取得手段と、を具えた記録装置であって、前記情報
に基づいて補正を行う補正手段であって、前記第１および第２記録素子列それぞれにおけ
る各グループについて、前記位置ずれ情報取得手段によって取得された情報が示す記録位
置ずれの量に対応したブロックの記録素子によって記録する画素をシフトするよう補正を
行う補正手段を、さらに具えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　そこで、同図のブロックイネーブル信号３１０に示すように、分割ブロック選択回路で
は、ブロック駆動順データメモリ２１４により生成されるブロック駆動順は、ブロック０
から始まりブロック１５までの１６ブロックを順番に指定するように設定されている。な
お、ブロックイネーブル信号３１０は、各ブロックが１周期の中で等間隔のタイミングで
指定されるように生成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ複数の記録素子を所定方向に配列した複数の記録素子列と、
　前記複数の記録素子列それぞれの前記複数の記録素子を駆動して記録媒体に記録する駆
動手段であって、前記複数の記録素子列それぞれについて、前記所定方向において連続す
る所定数の記録素子のグループを複数構成し、各グループで、所定数の記録素子それぞれ
は互いに別のブロックに属するようにして、前記グループの記録素子をブロックごとに順
番に駆動する駆動手段と、
　前記所定方向と交差する相対移動方向において前記記録媒体と前記記録素子列との相対
移動を行う相対移動手段と、
　前記複数の記録素子列における第１記録素子列と第２記録素子列との間の記録位置ずれ
量に関する情報を取得する位置ずれ情報取得手段と、を具えた記録装置であって、
　前記情報に基づいて補正を行う補正手段であって、前記第１および第２記録素子列それ
ぞれにおける各グループについて、前記位置ずれ情報取得手段によって取得された情報が
示す記録位置ずれの量に対応したブロックの記録素子によって記録する画素をシフトする
よう補正を行う補正手段を、
さらに具えることを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記記録位置のずれ量を補正するための補正値を格納する手段をさらに具え、
　前記駆動手段は、前記複数の記録素子を駆動して、前記記録媒体における非画像領域と
非画像領域との間の記録領域に画像を記録し、
　前記補正値は、前記第１および第２記録素子列それぞれに対する前記非画像領域におけ
る画素の数を調整するための値と、それぞれのグループについて、前記記録位置ずれの量
に対応するブロックの記録素子によって記録される画素をシフトするための値と、を含み
、
　前記補正手段は、前記補正値に応じて補正を行うことを特徴とする請求項１に記載の記
録装置。
【請求項３】
　前記補正手段は、前記相対移動方向の下流側に記録位置がずれている場合は、それぞれ
の前記グループごとに、前記記録位置ずれの量に対応したブロックの記録素子によって記
録される画素を、前記相対移動方向の上流側にシフトし、
　前記補正手段は、前記相対移動方向の上流側に記録位置がずれている場合は、前記非画
像領域の画素の数を減らした後、それぞれの前記グループごとに、前記記録位置ずれの量
に対応したブロックの記録素子によって記録される画素を、前記相対移動方向の上流側に
シフトすることを特徴とする請求項２に記載の記録装置。
【請求項４】
　前記補正手段は、前記第１および第２記録素子列のうち基準となる記録素子列の前記補
正値を固定し、前記基準となる記録素子列以外の記録素子列の前記補正値を変更すること
を特徴とする請求項２または３に記載の記録装置。
【請求項５】
　前記第１および第２記録素子列を用いて前記記録媒体に検査パターンを記録するパター
ン記録手段をさらに具え、
　前記位置ずれ情報取得手段は、前記検査パターンに基づいて前記情報を取得することを
特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の記録装置。
【請求項６】
　前記補正手段は、前記パターン記録手段が、前の検査パターンを記録した後に検査パタ
ーンを記録する際に、補正を行うことを特徴とする請求項５に記載の記録装置。
【請求項７】
　前記位置ずれ情報取得手段は、前記記録媒体の搬送方向において前記パターン記録手段
の下流側に配置され、前記検査パターンを読み取るセンサを含み、および前記センサによ
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る前記検査パターンの読取り結果に基づいて前記情報を取得することを特徴とする請求項
５または６に記載の記録装置。
【請求項８】
　前記記録素子は、インクを吐出可能なノズルによって構成されていることを特徴とする
請求項１ないし７のいずれか１項に記載の記録装置。
【請求項９】
　前記パターン記録手段は、前記第１および第２記録素子列を用いて前記記録媒体の非記
録領域に前記検査パターンを記録することを特徴とする請求項５ないし８のいずれか１項
に記載の記録装置。
【請求項１０】
　前記パターン記録手段は、前記第１および第２記録素子列を用いて前記記録媒体の記録
領域に前記検査パターンを記録することを特徴とする請求項５ないし８のいずれか１項に
記載の記録装置。
【請求項１１】
　前記補正手段は、前記第１および第２記録素子列それぞれにおける各グループについて
同じ補正を行うことを特徴とする請求項１ないし１０のいずれか１項に記載の記録装置。
【請求項１２】
　前記補正手段は、前記検査パターンの記録を行った後、記録のための補正を行うことを
特徴とする請求項５に記載の記録装置。
【請求項１３】
　前記相対移動手段が、前記検査パターンの記録が行われた後、前記記録媒体の非記録領
域と前記記録素子との相対移動を行うとき、前記補正手段は、記録のための補正を行うこ
とを特徴とする請求項５に記載の記録装置。
【請求項１４】
　前記第１記録素子列と前記第２記録素子列の記録素子は、異なる色のインクを吐出する
ことを特徴とする請求項８に記載の記録装置。
【請求項１５】
　前記相対移動手段は、前記記録媒体を搬送する搬送手段を含むことを特徴とする請求項
１ないし１４のいずれか１項に記載の記録装置。
【請求項１６】
　それぞれ複数の記録素子を所定方向に配列した複数の記録素子列を具えた記録装置にお
ける記録位置ずれを補正するための方法であって、
　前記複数の記録素子列それぞれの前記複数の記録素子を駆動して記録媒体に記録する駆
動手段であって、前記複数の記録素子列それぞれについて、前記所定方向において連続す
る所定数の記録素子のグループを複数構成し、各グループで、所定数の記録素子それぞれ
は互いに別のブロックに属するようにして、前記グループの記録素子をブロックごとに順
番に駆動する駆動工程と、
　前記所定方向と交差する相対移動方向において前記記録媒体と前記記録素子列との相対
移動を行う相対移動工程と、
　前記複数の記録素子列における第１記録素子列と第２記録素子列との間の記録位置ずれ
量に関する情報を取得する位置ずれ情報取得工程と、を有する補正方法であって、
　前記情報に基づいて補正を行う補正工程であって、前記第１および第２記録素子列それ
ぞれにおける各グループについて、前記位置ずれ情報取得工程によって取得された情報が
示す記録位置ずれの量に対応したブロックの記録素子によって記録する画素をシフトする
よう補正を行う補正工程を、
さらに有することを特徴とする補正方法。
【請求項１７】
　前記記録位置のずれ量を補正するための補正値を格納する工程をさらに有し、
　前記駆動工程では、前記複数の記録素子を駆動して、前記記録媒体における非画像領域
と非画像領域との間の記録領域に画像を記録し、
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　前記補正値は、前記第１および第２記録素子列それぞれに対する前記非画像領域におけ
る画素の数を調整するための値と、それぞれのグループについて、前記記録位置ずれの量
に対応するブロックの記録素子によって記録される画素をシフトするための値と、を含み
、
　前記補正工程では、前記補正値に応じて補正を行うことを特徴とする請求項１６に記載
の補正方法。
【請求項１８】
　前記補正工程では、前記相対移動方向の下流側に記録位置がずれている場合は、それぞ
れの前記グループごとに、前記記録位置ずれの量に対応したブロックの記録素子によって
記録される画素を、前記相対移動方向の上流側にシフトし、
　前記補正工程では、前記相対移動方向の上流側に記録位置がずれている場合は、前記非
画像領域の画素の数を減らした後、それぞれの前記グループごとに、前記記録位置ずれの
量に対応したブロックの記録素子によって記録される画素を、前記相対移動方向の上流側
にシフトすることを特徴とする請求項１７に記載の補正方法。
【請求項１９】
　前記補正工程では、前記第１および第２記録素子列のうち基準となる記録素子列の前記
補正値を固定し、前記基準となる記録素子列以外の記録素子列の前記補正値を変更するこ
とを特徴とする請求項１７または１８に記載の補正方法。
【請求項２０】
　前記第１および第２記録素子列を用いて前記記録媒体に検査パターンを記録するパター
ン記録工程をさらに有し、
　前記位置ずれ情報取得工程では、前記検査パターンに基づいて前記情報を取得すること
を特徴とする請求項１６ないし１９のいずれか１項に記載の補正方法。
【請求項２１】
　前記補正工程では、前記パターン記録工程で、前の検査パターンを記録した後に検査パ
ターンが記録される際に、補正を行うことを特徴とする請求項２０に記載の補正方法。
【請求項２２】
　前記パターン記録工程では、前記第１および第２記録素子列を用いて前記記録媒体の非
記録領域に前記検査パターンを記録することを特徴とする請求項２０または２１に記載の
補正方法。
【請求項２３】
　前記パターン記録工程では、前記第１および第２記録素子列を用いて前記記録媒体の記
録領域に前記検査パターンを記録することを特徴とする請求項２０または２１に記載の補
正方法。
【請求項２４】
　前記補正工程では、前記第１および第２記録素子列それぞれにおける各グループについ
て同じ補正を行うことを特徴とする請求項１６ないし２３のいずれか１項に記載の補正方
法。
【請求項２５】
　前記補正工程では、前記検査パターンの記録を行った後、記録のための補正を行うこと
を特徴とする請求項２０に記載の補正方法。
【請求項２６】
　前記相対移動工程で、前記検査パターンの記録が行われた後、前記記録媒体の非記録領
域と前記記録素子との相対移動を行うとき、前記補正工程では、記録のための補正を行う
ことを特徴とする請求項２０に記載の補正方法。
【請求項２７】
　前記記録素子は、インクを吐出可能なノズルによって構成されていることを特徴とする
請求項１６ないし２６のいずれか１項に記載の補正方法。
【請求項２８】
　前記第１記録素子列と前記第２記録素子列の記録素子は、異なる色のインクを吐出する
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ことを特徴とする請求項２７に記載の補正方法。
【請求項２９】
　前記相対移動工程では、前記記録媒体を搬送することを特徴とする請求項１６ないし２
８のいずれか１項に記載の補正方法。
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